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解題：70歳雇用時代と福利厚生

2022©A.KAWAMOTO_NIHON-U. 2

出所：筆者作成

・1973年までは、雇用と年金の接続への
配慮から多くの企業が55歳定年
・1973年に厚年受給開始（男子）の
55歳から60歳へ引き上げが完了。その後
は定年を60歳に引き上げる法改正に向
けた動き



研究の目的と手法

◇ 目的

１ 西久保（2020）の継承と発展

継承する研究：「介護との両立に伴う労働生産性損失の測定とその影響（西久保 2020）」

発展の方向性：①高齢労働者を含む②介護以外を含む

２ 西久保・河本（2022）_労働の長期化がわが国の労働生産性および福利厚生に及ぼす影響を考える

主問①：「ペース配分」現象（「労働生産性カーブの下方シフト」）等が生じるか否か

主問②：生じる場合、「労働生産性カーブの下方シフト」について、福利厚生にできることはあるか否か

◇ 手法

仮説体系：所与とする環境を整理して仮説体系を構築

定量調査：従業員調査と事業主調査を用いて主な仮説のいくつかを検証
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